
〜市民みんなで安心していきいきと暮らしているまちの実現に向けて〜

赤い羽根共同募金運動に
ご協力お願いします

今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同募金運

動」が始まります。

皆様方からお寄せいただきました募金は、県内における

様々な民間の福祉施設や災害積立金、地域福祉活動等に

配分され役立てられています。

本年度も皆様方のあたたかいご支援、ご協力を心から

お願い申し上げます。

なお、受付につきましては、社会福祉協議会（海南保健

福祉センター１階・下津保健福祉センター１階）と海南市の

協力をいただき、野上支所・巽出張所・亀川出張所で行っ

ています。
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　社会福祉協議会では、ボランティア活動へのきっかけづくりと して、小学生以上の学生が、夏休み期間を利用し、さまざまな
ボランティア活動を体験することを目的に「夏のボランティア 体験月間事業」を実施しました。
　猛暑の中、海南市内在住・在学の学生158名が参加されました。
　実施にあたりまして、ご協力いただきました皆様に、厚くお礼 申し上げます。

おじいちゃん、おばあちゃんがと
ても優しくて話しやすかったで
す。遊ぶときも楽しそうにしてい
る姿を見ていると自分もとても楽
しく遊べることができました。

高齢者とレクリエーション体験
～特別養護老人ホーム南風園～

看板に寄附されていた方々の名
前があり、近所の方の優しさに
もぬくもりを感じました。このよう
な場で人との接点を増やすこと
で、笑顔あふれる地域が同時に
増えるのだと思いました。

こども食堂体験
～きうちこども食堂～

盲導犬やセラピー犬は、高齢者
や障害を持つ方などにとって、と
ても大切なパートナーなんだと
思いました。

盲導犬・セラピー犬
ふれあい体験

声かけをして尋ねるだけでなく、
自分から提案して、買い物を手
伝うことも大切だと感じることが
できました。様々な人がいて、接
する難しさも勉強になりました。

高齢者の買い物手伝い体験
～特別養護老人ホーム南風園～

絵本を読んでいるとき、聞いてい
る子が笑ってくれたり、最後に拍
手をしてくれたりして読んでいて
とても楽しかったです。

読み聞かせ体験
～海南市児童図書館～

ボランティアは難しそうなイメー
ジだったけど、実際はそんなに
難しくなくて、楽しみながら人の
役に立てたと思うとうれしくなっ
た。

夏まつり体験
～特別養護老人ホーム南風園～

最初は多くの方を前に緊張して
いたけれど、みなさん気軽に接し
てくれて本当にうれしかったです。

ふれあい・いきいきサロン体験
～陽だまりサロン・だいこんの会～

2018夏のボランティア体験月間事業を実施
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　社会福祉協議会では、ボランティア活動へのきっかけづくりと して、小学生以上の学生が、夏休み期間を利用し、さまざまな
ボランティア活動を体験することを目的に「夏のボランティア 体験月間事業」を実施しました。
　猛暑の中、海南市内在住・在学の学生158名が参加されました。
　実施にあたりまして、ご協力いただきました皆様に、厚くお礼 申し上げます。

体験しながら、次第に仲良くな
り、どんどん笑顔になれて、楽し
かったです。助け合いながら活
動する大切さを学ぶことができ
ました。

夏まつり体験
～特別養護老人ホームかぐのみ苑～

この体験で、自分にできるボラ
ンティアがあることに気づきまし
た。些細なことでも、進んでボラ
ンティアに参加したいです。

収集体験
～下津保健福祉センター～

想像以上に難しい体験でした。
でも、聞きにきている子どもたち
が一生懸命聞いてくれているの
で、すごく嬉しかったです。

読み聞かせ体験
～中児童館～

他校の参加者と交流できたこと
がとても良かった。また、自分た
ちの住むまちをきれいにするこ
とができたことでいい気持ちに
なれました。

環境美化体験
～下津町下津付近～

初めての体験でとても緊張して
いましたが、子ども達から手をつ
ないでくれたり話しかけてくれた
のが、嬉しかったです。

保育体験
～こじか保育所～

普段では機会の少ない、高齢者
のお話を聞くことができ、とても
楽しい時間を過ごしました。これ
からもボランティアに参加した
いです。

高齢者とレクリエーション体験
～老人保健施設恵友サザンホーム～

2018夏のボランティア体験月間事業を実施
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〜この広報紙は、共同募金配分金及び社協会費の一部を活用して発行しています。〜

お問い合わせ
海南市社会福祉協議会
海南市日方1519-10
海南保健福祉センター内
☎073-483-6777
海南市社会福祉協議会下津事業所
海南市下津町上14-6
下津保健福祉センター内
☎073-493-2711

　皆様方の日常生活上の心配ごと相談に、相談員が応じています。
　費用は無料、秘密は厳守されますので、お気軽にご利用ください。
　１０月の日程と相談員は、次のとおりです。
　また、下線のついている日は行政相談委員による相談も行っております。

心配ごと相談所開設日程

・予約は必要ありませんが、お待ちいただく場合があります。 ・相談員が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

【 場 所 と 時 間 】
海南保健福祉センター１階
相談室１
午前１０時～午後４時

【 場 所 と 時 間 】
下津保健福祉センター１階
相談室１
午後１時～午後４時
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１０月　５日（金）　追 田 暁 子、紙 谷 將 和、寺岡太一郎
　　　１２日（金）　朝 井 郁 子、杉 本 昌 子、小谷きみよ
　　　１９日（金）　宮 本 純 子、松 村 鈴 美、榊 原 文 夫
　　　２６日（金）　間 渕 節 子、井 上 　 弘、上 西 令 子

１０月１０日（水）　中 田 建 三、田 中 福 一、倉 方 弥 生
　　　２５日（木）　岡 本 文 夫、前 山 五 郎、宮 本 年 美

「平成30年７月豪雨」被災地支援
◆社会福祉協議会職員派遣

倉敷市災害ボランティアセンターの運営を支援するため、
7月20日から1クール・4泊5日で、県内社協職員を派遣してお
り、現在10クール（～8月31日）までの態勢を組んでいます。
災害ボランティアセンターでは、ニーズとボランティアの

マッチング、資機材や送迎車両の調整等を行っています。
また、職員派遣のほかに、ボランティアバスの運行も行っ
ています。

◆生活福祉資金（福祉資金・緊急小口資金）特例貸付の開始
本県へ避難してきた、被災世帯等を対象に厚生労働省社会・援護局長通知に基づく緊急小口資
金の特例貸付を実施しています。

●詳しくは、「福祉わかやま・第374号（平成30年9月1日発行）」（インターネット）でご覧いただけます。
http://www.wakayamakenshakyo.or.jp/
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